
























                                                  
1 非合理的な癒しとしては、アスクレピオス信仰とは別に、呪術的な癒しの民間信仰があったことが想定できる。しかし、呪術的
治療は、ほぼ同時期に誕生し発展したアスクレピオス信仰と合理的医学の双方から排撃される立場にあったと考えられる。Cf. V. 
Nutton, Ancient Medicine, London 2004, pp. 113-114. 
2 以下、アスクレピオスに関する碑文・原典資料については、おもに次の二著を用いた。F. Hiller von Gaertringen, 
Inscriptiones Graecae IV,1², Inscriptiones Argolidis, Fasc.1, Inscriptiones Epidauri, Chicago 1977 (IG IV, 1²と
略す); E. J. & L. Edelstein, Asclepius: Collection and Interpretation of the Testimonies, Baltimore 1998 
(Edelsteinと略す). 
3 ホメロス『イリアス』II, 731; IV, 194; XI, 518 = Edelstein, T. 10, 164, 165.「非の打ち所のない医師」と言われているが、
いまだ神格化されていない。なお、アスクレピオス以前の信仰治療、および、神格化される以前のアスクレピオスについては、cf. 
Edelstein, II, pp. 1-64; 馬場恵二『癒しの民間信仰―ギリシアの古代と現代』東洋書林, 2006, pp. 141-216. 
4 ピンダロス『ピュティア祝勝歌』III, 1-58 = Edelstein, T. 1. 他の諸説については、cf. Edelstein, T. 2-120. 
5 Cf. Edelstein, T. 121-122. 
6 エピダウロスのアスクレピオス神域から出土した青銅杯に刻まれた銘文（IG IV, 1², 136）。 

























                                                  
1 プラトン『パイドン』118A。 
2 Cf. Edelstein T. 707-844, 馬場前掲書, pp. 311-391. 
3 Cf. Edelstein T. 845-861.  
4 「癒しの事績」のテクストはIG IV, 1²に拠ったが、R. Herzog, Die Wunderheilungen von Epidauros: Ein Beitrag zur 
Geschichte der Medizin und der Religion, Leipzig 1931とEdelsteinのテクストと訳、馬場前掲書, pp. 218 -235の訳
も参照した。4本のうち2本は損傷が激しい。Herzogはこれらから70の事例を読み取っている。 
5 これらをめぐる解釈については、cf. Edelstein, II, pp. 139-182.  
6 IG IV, 1², 123, XLIVの欠損個所を補うのに、Hillerは夢の中の出来事としているが、ここではHerzogに従って覚醒時の出
来事と解する。なお、就寝に言及していない事例の中には、治療とは関係ない奇跡譚が2例（IG IV, 1², 121, X; 123, XLVII）、
癒されたが就寝に言及していない事例一つ（IG IV, 1², 122, XXXVI）が含まれる。夢に言及している35例には、癒しではなく、
神が行方不明者の居場所を教えた事例（IG IV, 1², 122, XXIV）と、亡夫が隠した黄金の所在を教えた事例（IG IV, 1², 123, 
XLVI）が含まれる。 
7 ただし、IG IV, 1², 122, XXXIXでは神の代わり蛇が（あるいは神が蛇の姿をとって）現れる。 
8 見出しは筆者が付したもの。訳文中の（ ）内の字句は筆者による説明や訳語の補いである。以下同様。 





























                                                  
1 IG IV, 1², 121, XIII.  
2 IG IV, 1², 121, XVI. 
3 IG IV, 1², 121, XX. 
4 Cf. IG IV, 1², 121, V; 123, XLIV.  
5 Cf. IG IV, 1², 121, XVII(蛇); 122, XXVI(犬); XLIII(鵞鳥); 123, XLV(蛇). ただし、XVIIでは患者は眠って神に治療される
夢を見る。他にも蛇が登場する事例としては、cf. IG IV, 1², 122, XXXIII; XXXIX; XLII. 
6 Cf. IG IV, 1², 122, XXV; XXXIII. ただし、両者とも後に癒される。 
7 夢による癒しについては、cf. E. R. Dodds, The Greeks and the Irrational, Berkeley 1951, pp. 102-121; M. A. 





























                                                  
1 IG IV, 1², 122, XXV. 
2 Cf. IG IV, 1², 121, XIV; XVII; 122, XXXI. 
3 Cf. Dodds, op. cit., pp. 109-110. 
4 ガレノスは、エピダウロスの「癒しの事績」が刻まれてからおよそ 5世紀も後の人物である。アスクレピオス信仰にも当然、時
代や地域による相違を考慮しなければならない。しかし、アスクレピオスの癒しには古代を通じて本質的な変化はなかったという
のが、今日大方の研究者の見解であろう。Cf. Edelstein II, p. 144; F. Kudlien,“Galen’s religious belief”, in V. Nutton, 




























                                                  
1 ガレノスの生涯と著作に関する概説としては、cf. 拙論「ガレノスの自己文献解題『自著について』––序論・翻訳・注解––」『明




3 De usu partium III, 10: K. III, 237; Helmreich I, 174. ガレノスの著作の参照箇所の指示には、便宜上C. G. Kühn ed., 
Claudii Galeni Opera Omnia, Leipzig 1821-33（K.と略す）の巻数と頁数を付記する。これに収録されていないもの、他
の校訂版を使用したものについては、その編者名と頁数を付記する。 
4 これらの問題については、cf. R. Walzer, Galen on Jews and Christians, Oxford 1949, esp. pp. 23-37, 48-56; P. 
Moraux,“Galien comme philosophe: la philosophie de la nature”, in V. Nutton, ed., Galen: Problems and 
Prospects, London 1981, pp. 87-116; Kudlien, op. cit., pp. 117-130; M. Frede,“Galen’s Theology”, in Galien et la 






























                                                  
1 De ordine librorum suorum 4: K. XIX, 59; Mueller 88. 
2 Cf. De methodo medendi IX, 4: K. X, 609; De praenotione 2: K. XIV, 608; Nutton 78; In Hippocratis de 
humoribus II, 2: K. XVI, 223. 
3 以下に掲げる引用文〔10〕、〔11〕にも同じ表現がある。 
4 De libris propriis 2: K. XIX, 18-19; Mueller 99 = Edelstein T. 458. 
5 以下に掲げる引用文〔11〕、〔12〕にも同じ表現がある。 
6 以下に掲げる引用文〔11〕を参照。 






























                                                  
1 De usu partium X, 12: K. III, 812-813; Helmreich II, 93. 
2 本書については、cf. Holowchak, op. cit., pp. 139-149. 
3 De dignotione ex insomniis, K. VI, 832. 
4 Ibid., K. VI, 835. 
5 体液理論は古代のみならず19世紀に至るまで、西洋医学に大きな影響力を持ち続けた。ガレノスと四体液説については、cf. 拙
論「ガレノスのクラーシス論」『科学史研究』第37巻 No.208(1998), pp. 223-228。 
6 De dignotione ex insomniis, K. VI, 834. 































                                                  
1 De dignotione ex insomniis, K. VI, 833. 
2 信仰治療と合理的医学の共存については、cf. Holowchak, op. cit., pp. 168-169; Nutton, op. cit, pp. 103-114. 
3 Cf. J. Ilberg, “Aus Galens Praxis”, Neue Jahrbücher für das klassischen Altertum 15(1905), p. 279; Edelstein 
II, p. 118, 147; Holowchak, op. cit., p. 169. これに異を唱えるものとしては、cf. Kudlien, op. cit., pp. 117-130. 






























                                                  
1 Cf. アリストテレス『夢占いについて』2, 463 b 12-22。 
2 Cf. キケロ『神々の本性について』III, 91、『占いについて』II, 123。 
3 Cf. Soranus, Gynaecologia I, 2, 4: Ilberg 5. 
4 De usu partium XI 4: K. II, 906; Helmreich II, 159.  
5 De morbo differentiis 9(K. VI, 869 = Edelstein T. 459)でも、アスクレピオスが難病を癒したことが語られているが、治療
法には言及されていない。 
6 Subfiguratio empirica 10: Deichgraber 78 = Edelstein T. 436. 


































                                                  
1 De curandi ratione per venae sectione 23: K. XI, 314-315. 
2 De sanitate tuenda I, 8: K. VI, 41-42; Koch 19-21 = Edelstein T. 413. 































                                                  
1 Cf. De sectis ad ingredientis 2: K. I, 66; Helmreich 3. 
2 Frede, op. cit., pp. 90-92, 104-107は、ガレノスはアスクレピオスをデミウルゴスとしての神と同一視していたと論じている。 
3 De sanitate tuenda I, 12(K. VI, 63; Koch 15 = Edelstein T. 473)では、生来の体質が悪い人は、たとえアスクレピオスに
託したとしても長生きできないと言われている。 
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